
 

 公益財団法人 日本学校体育研究連合会 

令和 ２ 年 ９ 月 期 事 業 計 画 

(令和元年 10 月 1 日から令和 2 年 9 月 30 日) 

令和元年 9 月 13 日 

   理 事 会 決 議

事業方針  

①  事業の公益性の一層深化拡大を図るとともに 

財務基盤・運営の充実を図る。(賛助会員・会費増     

及び商品認定事業の促進) 

②  本部・支部一体のガバナンスを敷衍する。（全国

大会を契機とした本部支部及び支部相互の交流拡大） 

③  事務局機能の充実を図り、業務執行、組織運営

の安定・充実を図る。 

１ 助成事業 

  (1) 第58回全国学校体育研究大会（埼玉大会） 

第1日：令和元年10月31日(木) 10時開会 

全体会：さいたま市       

第2日：令和元年11月1日(金)  9時受付 

分科会：埼玉県内 幼･小･中・高・特支 

   ※10月30日(水)：評議員会、レセプション  

(2) 大会開催助成（本大会、ﾌﾟレ大会の支援等） 

・令和２年度開催県福井県 (11/12～13) 

･令和３年度開催県愛媛県 (11/11～12) 

 ・令和４年度開催県滋賀県（11/10～11）予定 

(3) 支部研究助成事業  

      ・講師派遣・紹介等の支援（各都道府県対象） 

２ 記念事業 

  令和2年に設立70 周年を迎える。これまで培われた輝かし

い歴史と伝統を次世代に継承し、今後の更なる発展を願い設立

70周年の各種記念事業、記念行事を実施する。 

 (1) 記念式典・祝賀会 令和2年5月17日（日）午後1時 

            会場：都市センターホテル   

(2) 記念誌の発行 令和2年3月完成（224頁） 

３ 研修事業 

(1) 講習会 オリンピック、パラリンピックの開催年度に

重なり、主管する幼・小・中・高・特支の学体

連が、関係事業に協力するため実施が不可能で

ある。この間に、更に新学習指導要領の趣旨を

踏まえた事業となるよう検討を加える。 

 (2) JASPE足育推進事業（ＪＥＳとの共同事業） 

     幼児・児童・生徒の足元からの健康つくりを推進す

るにあたり、足の機能、望ましい靴の履き方や選び方

を教育の側面から科学的に究明する。そのため、新規  

開発した計測器を用いて足長・足幅を測定し、学校  

用シューズの使用実態を調査する。また、推進校・  

園を指定して「足育」の調査・研究実践を行うととも

に、その成果を基に「足育指導資料（第３集）」の作

成・配布、「出前授業」、「足育都道府県大会（愛媛）」

の開催等を展開し、足育の普及を図る。 

 (3) 長期研修生等合同発表会を開催し、体育、保健体育 

の指導者の資質向上を図るとともに、各教育機関の教員 

研修事業の充実を図る。 

    日時 令和2年3月7日（土）12時30分～ 

    会場 日本体育大学  

４ 表彰事業 

   (1) 全国学校体育研究最優秀校(文部科学大臣賞)、学校 

体育研究優良校、学校体育研究功労者の表彰 

表彰式：令和元年10月31日(木)  

会場：全国学校体育研究大会埼玉大会会場 

※選考会：令和元年7月28日（日） 

(2) 体育授業優秀教員の表彰 

表彰式：令和元年10月31日（木） 

会場：全国学校体育研究大会埼玉大会会場 

※第一次選考会：令和元年8月2日（金） 

※第二次選考会：令和元年8月25日（日） 

(1)(2)とも受賞者顕彰の「研究資料集」公刊、ＨＰ公告、会報56号 

 ５ 優良体育用品等推薦・認定事業 

    小中学生の運動学習に適した運動用具・用品につい

て審査を経て「推薦用品」とし、「推薦名義使用」を認

める。特に優れた商品を「優良体育用品等認定基準」に

基く審査を経て「認定名義使用」及び「認定シール添付

の商品販売」を認め、認定シール使用料を受ける。 

（認定：Ｇﾎﾞｰﾙ。ＪＥＳ足守シューズ・中敷き・簡易計

測器。ミカサのスマイルボール・タグラグビーボール） 

（認定用品の周知・支援：ギムニクＧボール、スポーツ

スタッキングを講習会等にて公開を計画中） 

６ 公報事業 

(1) 会報５７号の発行（印刷物及び電子媒体） 

(2) ＨＰ、メールマガジンの更新、内容充実 

７ 各種会議 

(1) 評議員会（元.10.30） (2) 理事会（月次） 

(3) 財務委員会（四半期ごと）  (4) 審査会(随時) 

(5) 70周年記念誌準備委員会  


